
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１年を通して行ってきた研究成果を 

多くの方に見ていただきました！ 

年間を通して行われてきた研究の成果を、ポスターを

用いて発表しました。開会宣言では、室長の出村さんが

「今まで努力してきた成果を、今日はしっかり伝えるとい

うことを意識して頑張りましょう」と全員に気合いを入れ

てくれたこともあり、発表は今までの中で最も良いものに

なりました。大勢の人の前で話すことに緊張もあったよう

ですが回を重ねるごとに慣れていったようで、質疑応答

では発表者から見学者に話しかける姿も見られました。 

    

 

●差し棒を用いて図を示したり、見学者の目を見て話したりと、各班が工夫を凝らした発表を行いました！ 

国語班①：「私たちは「敬」から逃れられない!?」            国語班②：「運動すると記憶に効果は現れるか」 

 

英語班①：「人の心のつかみ方                     

 ～歴代アメリカ大統領就任演説にみる～」            英語班②：「IRは必要か、そうでないか？」 
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石川県 立小松高等学校 ＮＳＨ担当  

 

★「人文科学コース」今後の予定★ 

◎１月２９日（火）NSH課題研究合同発表会 

英語班③：「Formula for a great hit                   

the findings from comparing fairy tales with animated movies」    地歴公民班①：「北方領土について」 

 

地歴公民班②：「これから来るのは○○世代!?」           地歴公民班③：「都市を発展させるために 

（小松市の発展）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全班が２時間以上にわたる長丁場を終えました！ 

発表終了後、石川県教育委員会学校指導課の津澤指

導主事より講評をいただきました。「文系の研究ではすぐに

結果が出ないためもどかしいこともあったと思うが、学んだこ

とや周りから聞いたことをこれからの社会に活かしていく、実

生活の中で考えて続けていくことが大切」というお話に、生

徒たちはこの活動の大きな目的を改めて感じたようでした。

また、閉会宣言では保屋さんが「研究することの難しさやお

もしろさなど、１年で学んだ多くのことを、来年、そしてその先

の自分たちに繋げていきましょう」と締めくくりました。 


